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さまざまなできごとやイベントを、
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の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

春の地域安全運動を実施
犯意識の向上を呼びかけ防

教育委員会は、4月18日に和歌山大学教育学部と包括連携
協定を締結し、和歌山大学で調印式を実施しました。
相互が有する資源や機能などを効果的に活用することによ

り、双方の教育・研究活動の充実、発展に資するよう包括的
に連携協力することを目的として協定を締結しました。和歌
山大学とは、市内小学生を対象とした環境学習宿泊プログラ
ムを昨年から連携実施しており、今後の事業の発展がますま
す期待されます。

和歌山大学教育学部と包括連携協定を締結
がる大学の知見を生かした事業広

今年度の文化フォーラムが5月13日に開幕し、関西テレ
ビのお天気キャスター、片平敦さんが「天気予報の見方・
聞き方ー気象報道の現場から」と題してテクスピア大阪で
講演。激しい雨の中、来場された聴衆は、軽妙なダジャレ
の連発にニンマリしながら、わかりやすい防災や天気の話
に「ウン、ウン」とうなずいていました。特に大雨のとき
の見回りは危険で、責任感の強い年配者は行きたがるが
「絶対ダメ」と強い口調で訴えました。

文化フォーラム　片平さんが講演
気予報の活用「人生にカツヨ！」天

5月5日、今年も池上曽根弥生学習館ふれあいまつりが開催されました。ステージやフリーマーケット、模擬店、日高川町
による産地直売などが行われ、会場は多くの人で賑わいました。子ども達は、勾玉づくりや土器パズルなど弥生学習館なら
ではの体験ブースに挑戦。今年は遺跡発掘コーナーが登場し、子ども達は真剣に土を掘って遺跡を探しました。参加者は、
みんな良い笑顔でとても楽しそうに、こどもの日を満喫していました。

弥生学習館ふれあいまつり開催
んなで遺跡発掘体験！！み

４月21日、テクスピア大阪にて泉大津安全大会が開催され、約
130人の市防犯委員が出席し、府警生活安全指導班による防犯教室が
行われ、防犯意識が高められました。
また、18日には泉大津駅で、泉大津警察、防犯協議会、防犯委員、

市によるひったくり等撲滅街頭キャンペーンを、さらに市役所玄関前
で、市防犯委員が泉大津警察および市とともに、ひったくり防止カバ
ーの無料取り付けを実施し、防犯対策の大切さを伝えました。
20日には下校時間帯に10台の青色防犯パトロール車が市内を一斉

に巡回し、子どもの安全を見守りました。
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5 広報いずみおおつ　平成30年6月号

～フカキ夢・ひとづくりグローバル人材育成研修生募集～

高校生必見 !!高校生必見 !!

スケジュール（予定）

7 月 29 日㈰ 事前研修　泉大津市職員会館 3階集会室
●自分自身のルーツを探るなどのワークショップ

8月 4日㈯～ 8日㈬

研修（大阪国際交流センター：大阪市天王寺区上本町 8ー 2ー 6）
●オリエンテーション＆チーム分け
●トレーディングゲーム
●チームごとに課題や現象についての議論
●海外の大学生と英語を活用した交流
●最終日に各チームのプレゼン
※研修中は海外の大学生がアドバイザーとして参加します。

研修期間
平成30年 8月 4日㈯～8日㈬の5日間
( 別途、事前研修4時間程度を予定 )

場 所
大阪国際交流センター　（宿泊場所：吉野旅館）

応募資格
　平成12年 4月 2日～平成15年 4月 1日生まれ（高校1
～ 3年生）の人で次の条件を満たす人
①泉大津市内に在住していること
②心身ともに健康で、研修生活に耐えうる体力を有すること
③協調性に富み、規律ある団体行動に適応できること
④事前研修に出席できること
⑤未成年者の場合は、保護者の同意が得られること
⑥研修後、市が主催するイベントなどに参加できること

募集人数
10人程度　(作文により審査を行い、参加者を決定 )

参 加 費
4万円程度（宿泊費（朝・夕食付）込。市が8万円程度助成
した後の額）

受付期間
６月１日㈮～15日㈮

研修内容
・社会課題に対する解決策を考える５日間の課題解決型プロ
　グラム
・海外の大学生との本格的な英語コミュニケーション
・チームによる解決策のプレゼンテーション

KIX　この事業は、関西エアポート株式会社の協力事業です。

申込方法
政策推進課（市役所4階）にある所定用紙により、申込書
および作文を提出。
申込書の「保護者承諾欄」以外はすべて申込者自筆のこと。
作文テーマは「研修で学びたいこと」(400字～ 800字程度 )
とする。
※申請書類は市ホームページでもダウンロードできます。

提出方法
政策推進課へ持参 (土・日曜日、祝日を除く )または郵送
※郵送の場合は締切日必着（６月15日㈮）

問 合
政策推進課（市役所４階）

　市では、国際化時代にふさわしい広い視野と国際感覚を持った人材を育成するため、深喜人材育成基金を活用し、高校生を対
象としてグローバル人材育成研修を実施します。
　この研修は、他の参加者と一緒に社会課題に対する解決策を考えることで、主体性やコミュニケーション能力などを身に付け
ることができます。
　また、研修には海外の大学生が参加するため、英語でのコミュニケーションをリアルに経験することができます。
　自分たちで社会課題に対する解決策を考え、提案するとともに、リアルな英語でのコミュニケーションを体験してみませんか。

海外の大学生とともに主体的に考える力と
英語コミュニケーション力を身に付けよう！
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（山折り②）

（山折り①）
泉大津市役所　人権くらしの相談課　行

よりよい泉大津市をつくるため、皆さんのご意見をお寄せください！

送付方法

（
切
り
取
り
線
→
）

よりよい泉大津市をつくるために、皆さんのご意見をお聞かせください！

　市民の皆さんから市政についての幅広いご意見をいただく「市長への提言」を実施します。
　皆さんから寄せられたご意見・アイデアなどは、市長が直接拝見し、今後の市の施策の参考と
させていただきます。ただし個人的な相談・苦情などはご遠慮ください。
　なお、ご意見などに対して回答が必要なもので、発信者の連絡先が明記されているものは、担
当課より回答させていただきます。
　また、いただいたご意見などの中からいくつかを後日広報紙でご紹介します。
問合　人権くらしの相談課（市役所 1階 11番窓口）
　

締切＝　6 月 15 日㈮（当日消印有効）

① 裏面に住所・氏名・年齢・電話番号、あなたのご意見をご記入ください。

② このページを切り取ってください。

③郵送またはファクスで人権くらしの相談課へ送付ください。
▷郵送…この面の「山折り線」にしたがい、「山折り①」→「山折り②」の順に折ります。裏面の「のりしろ」
にのりを貼っていただき、封筒を作り、切手を貼らずにそのままポストへご投函ください。
▷ファクス…裏面（アンケート面）のみを、人権くらしの相談課（33・7780）へ送信してください。
※メールでも受け付けます…郵送・ファクスのほか、メールでもご意見を募集します。その際はメールの
タイトルを「市長への提言」としてください。
　メールアドレス＝info@city.izumiotsu.osaka.jp
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13 広報いずみおおつ　平成30年6月号

●
平
成
30
年
度
市・府
民
税
（
個

人
住
民
税
）
の
主
な
改
正
点

①
給
与
所
得
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
、

左
記
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

●
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
？

　
申
告
期
限
内
（
３
月
15
日
ま
で
）

に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民

年
金
保
険
料
な
ど
）や
生
命
保
険
料
・

地
震
保
険
料
の
申
告
が
お
済
み
の
人

に
つ
い
て
は
、
申
告
い
た
だ
い
た
内

容
が
市
・
府
民
税
額
の
決
定
に
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
税
額
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
の
支
払
金
額
が
わ
か
る
証
明
書

な
ど
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

市
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
慮
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合

や
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
る
人
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
状
況

に
よ
り
市
税
の
納
期
を
延
ば
し
た

り
、
分
割
納
付
や
税
額
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
減
免
の
申
請
は
、
そ
の
税
の

納
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

問
合　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

平成 30年度　市･府民税の
納税通知書を送付します

平成 30 年度の納税通知書を６月上旬に送付します。個人市･府民税は前年中の所得
をもとに計算され、１月１日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。今年
度の市・府民税の主な改正点などについてお知らせします。問合　税務課市民税係

適用時期
上限額が適用される
給与収入額

平成28年度（27年分）

1,500万円

245万円

平成29年度（28年分）

給与所得控除の上限額

平成30年度（29年分）

1,000万円

220万円

1,200万円

230万円

改修された住宅に対する固定資産税の減額について
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年度分または翌々年度の固定資産税が減額
されます。　
※工事完了日から３か月以内に、税務課への申請が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

耐震改修

バリアフリー改修

省エネ（熱損失防止）改修

昭和57年 1月 1日以前に建築された住宅について平成32年 3
月 31日までの間に、建築基準法に基づく現行の耐震基準に適
合させるような改修工事を行った場合、その住宅に係る固定資
産税額のうち、1戸あたり120㎡相当分までの2分の１（改修
後の住宅が長期優良住宅に該当する場合は3分の 2）の額を減
額します。

　工事費用が 50 万円を超え
る改修工事を行った、左記の
住宅に対する固定資産税が対
象です。
　その他、各改修ごとに個別
に要件がありますので、詳し
い内容や申請の必要書類など
については、市ホームページ
をご覧いただくか、直接お問
い合わせください。
問合　税務課固定資産税係（市
役所1階5番窓口）

新築された日から10年以上を経過する高齢者などが居住する住
宅（賃貸住宅を除く。）について、平成32年 3月 31日までの間
に、居住部分に対して廊下の拡幅や手すりの取り付けなどの一
定のバリアフリー改修工事を行った場合、その住宅に係る固定
資産税額のうち、100㎡相当分までの3分の1の額を減額します。
平成20年１月１日以前に建築された住宅（賃貸住宅を除く。）に
ついて、平成32年 3月 31日までの間に、居住部分に対して一
定の省エネ改修工事を行った場合、その住宅に係る固定資産税額
のうち、一戸当たり 120㎡相当分までの3分の1（改修後の住宅
が長期優良住宅に該当する場合は3分の 2）の額を減額します。
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15 広報いずみおおつ　平成30年6月号

●3日㈰
ゴミゼロ大作戦（市内）
●4日㈪～6日㈬
全国市長会（東京）
●18日㈪
定例市長会議（大阪府庁）
●20日㈬～29日㈮
市議会第2回定例会（市役所
5階）
●24日㈰
にんじんサロンまつり（テク
スピア大阪）
●30日㈯
あしゆびフェスタ（テクスピ
ア大阪）
その他、人権・港湾関係会議
など出席（11件）

●4月18日㈬
市長応接室において、消防庁舎新築

移転にあたり、地元説明会や建築工事
中に多大な理解と協力をいただいた池
浦町自治会に対して、南出市長から感
謝状を贈呈しました。

前列 森田副市長・南出市長・池
浦町自治会長（高寺氏）・池浦町
自治会（飯端氏）
後列 高寺理事兼消防署長・東消
防長・池浦町自治会（野尻氏）・
同（植野氏）・同（西垣氏）

●4月12日㈭
今年度から始まった桃山学院大学と連携して

実施する地域課題解決型講義に参加。学生に対
してこの取り組みへの思いを伝えました。

●5月1日㈫
5月1日から始まる「憲法週間」に合わせ、人

権擁護の街頭啓発に参加。人権啓発推進協議会
などの皆さんと一緒に泉大津駅、北助松駅で基
本的人権意識の普及のため啓発を行いました。
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子育て応援ひろば

　初めて赤ちゃんを出産された母親のためのプログラムです。子育ての仲間をつくり、親子の絆を深め、子育ての知識を学んで
いきます。大切な0歳時期に必要なことを、みんなで一緒に学びませんか？　

日時　①６月４日㈪、　②11日㈪、　③18日㈪、　④25日㈪午前 10時～正午　毎週 1回、4回連続
場所　地域子育て支援センター　子育て支援ルーム

（かみじょう認定こども園　　乳児棟２階）　駐車場は数台分利用可。
対象　市内在住で初めて子育てする母親と子ども　（6 月 4 日の時点で月齢

が2～5か月）　
定員　15組　　参加費　864円（テキスト代）
内容　赤ちゃんとのふれあいや、少し先を見通した子育ての知識を学んだ

り、参加者同士で子育ての喜びや困りごと、親としての迷いなどを
話し合ったりします。

テーマ　 ▷１回目「新しい出会い」　
▷２回目「赤ちゃんのいる生活」
▷３回目「赤ちゃんとの接し方」　
▷４回目「親になること」

持物　バスタオル・着替えなど
申込・問合　月～金曜日の午後1時～4時に電話でお申し込みください。
　　　　　　地域子育て支援センター（☎23・0012）へ

地域子育て支援センターからのお知らせ

「赤ちゃんがきた！」（愛称 BP) 申込受付中！
～はじめて子育てするママのためのプログラム～

地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせおやこ広場からのお知らせ（地域子育て支援センター）(☎23・0012)

地域子育て支援センターからのお知らせ (☎23・0012)

おやこで出かけてみませんか？

 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30 分
～午後 0時 30分、午後 1時～ 3時　
▷金曜日…午後 1 時～ 3 時　▷土曜日
…午前９時30分～午後０時30分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～午
後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1 時～
3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30 分～
午後0時30分、午後１時～3時

※雨天中止　室内開催なし ※兄姉の同伴はご遠慮ください。
※6 月 4 日、11 日、18 日、25 日は午後
のみ開催。

　地域子育て支援センター（かみじょう認定こども園　乳児棟内）では、月曜日から土曜日まで、親子でゆったり遊べるお

やこ広場を開催しています。広い室内で遊ぶ「たんぽっぽ」、戸外で遊ぶ「おひさま広場」、赤ちゃんだけの日の「赤ちゃんルー

ム」があります。終わりの会の集いでは絵本の読み聞かせや、わらべうたあそびなどを親子いっしょに楽しめます。気軽に

お出かけください（時間内なら、いつ来ていつ帰ってもいいおやこ広場です）。

※6 月 15 日午後はスタッフ研修のため休み

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

7月3日㈫
午後1時～2時30分受付
7月3日㈫
午後2時30分～3時受付

6月20日㈬　7月2日㈪
午前10時30分～11時30分
※7月2日㈪
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ29年11月生

場　所　保健センター

場　所　保健センター

7月3日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

Ｈ30年1月生6月18日㈪

7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

6月20日㈬　午前
　  27日㈬　午後
7月2日㈪　午前

母乳育児を希望する
女性とその家族母乳育児相談

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま（食のサロン）
（食に関する相談・アドバイス）

受付時間対　　象日　　程

日　　時対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを
実施しています。

各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）

育児相談

H30年2月21日～3月10日生

H30年2月1日～2月20日生

生後9か月～1歳未満

Ｈ26年11月生

7月12日㈭

H28年11月21日～12月10日生 6月14日㈭

 6月27日㈬

6月20日㈬

Ｈ28年12月11日～12月31日生 7月10日㈫

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

6月12日㈫

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

H28年11月1日～11月20日生

6月28日㈭

6月26日㈫

Ｈ28年6月生

Ｈ27年12月生

場所　保健センター　
持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

6月19日㈫Ｈ27年6月生

2歳児
2歳6か月児
（育児相談会）

日　　程対　　象

3歳児

よい歯を育てる会（歯科健診）
受付時間

午後0時50分～1時20分

午後0時50分～1時20分

午後0時45分・1時15分

（午後１時15分から受付開始）
午後1時30分～3時

予防接種

生後1か月～１歳未満
の親子

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・MR（麻しん風
しん混合）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・子宮頸
がん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成30年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年６月 14 日から、積極
的な接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　6月 22日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

子育て応援課からのお知らせ ( 市役所 1 階 3 番窓口 )

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満（中学生まで）の子どもが休日に病気になったら

発達相談
　　7月2日㈪、30日㈪、8月6日㈪、25日㈯

場　　所相  談  名日　　程 対　　象
出産予定日が
10・11・12月の人

たまごクラス（両親学級）

申込　6月 4日㈪から子育て応援課 (あんしんサポート係 )へ
※お子さん連れの参加はご遠慮ください。
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●泉大津市消防本部　☎21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター　☎072・443・5940
●和泉保健所　☎41・1342
●救急安心センターおおさか　☎＃7119 または 06・6582・7119 

救急、急病などいざというときの連絡先

泉大津市集団健 ( 検 ) 診ウェブ予約

日時　６月 25 日㈪、7 月 8 日㈰　どち
らも午後　7月 6日㈮のみ午前・午後
場所　保健センター
対象　40 歳以上の女性市民（Ｈ31.3.31
現在の年齢）
内容　骨密度測定
料金　500円
申込　保健センターへ電話または窓口、
ウェブ

　衛生委員会と共催で健康に関する教
室を開催します。
日時　6月14日㈭　午後7時30分～（受
付午後7時 15分～）
場所　松之浜長寿園
内容　「フレイル予防について」
※希望者には足指力の測定を実施しま
す。
問合　保健センター

日程・場所　
①6 月 12 日㈫…西地区町づくり事務所
②13日㈬…助松長寿園
③14日㈭…春日町自治会館
④14日㈭…虫取自治会館
⑤15日㈮…宮公民館
⑥18日㈪…要池住宅集会所
⑦19日㈫…旭長寿園
⑧26日㈫…宇多長寿園
⑨7月 5日㈭…北曽根公民館
⑩9日㈪…なぎさ住宅集会所
⑪10日㈫…条南長寿園
時間　午前10時～ 11時 30分（ただし、
②、④、⑤、⑥は午後1時 30分～ 3時）
問合　高齢介護課（長寿推進係）　

　日頃のお口の悩み、心配ごとはあり
ませんか？それはお口の機能低下か
も？お口の健康は全身の健康へと繋
がっています。歯科衛生士が個別で相

談に応じます。
日時　6 月 18 日㈪　午前 9 時 30 分～
正午
場所　総合福祉センター
対象者　65歳以上の市民
定員　先着10人　
持物　現在使用中の歯ブラシ、タオル
内容　舌と唇の動きや飲み込む力など
チェック、効果的なお口のお手入れ方
法、お口の筋力アップ体操の紹介など
申込・問合　6 月 11 日㈪より電話また
は高齢介護課 (長寿推進係 )窓口へ

　「最近、固いものが食べにくくなった」
「お茶や汁物でむせることがある」「口
の渇きが気になる」こんな症状にお悩
みの人、「いつまでも美味しく食事をし
たい」と考えている人、そのためには
健康なお口を保つことが大切です。ま
た噛むことで脳に刺激をあたえ、認知
症予防にもつながります。お口の健康
を見直してみませんか？※好きな回を
選んで参加できます。
日程・内容　①7 月 2 日㈪…噛む力の大
切さについて（噛む事と認知症の関係）、
実践やってみよう！（噛む力のテスト）
②8 月 6 日㈪…リフレッシュ！！、健口
体操 & 替え歌 & 脳トレでお口も脳も若
返り
時間　午後1時 30分～ 2時 30分
場所　総合福祉センター
対象　65歳以上の市民
定員　先着15人
申込・問合　6月 11日㈪より電話また
は高齢介護課（長寿推進係）窓口へ

　介護保険は、要介護状態となった人が、
尊厳を持ちながらそれぞれの能力に応じ
た日常生活を送っていくことができるよ
う、保健医療の向上および福祉の増進を
図ることを目的としています。そのため
には、市民の皆さんが自ら介護予防に努
めるとともに、要介護状態となった場合
でも、医療や福祉サービスを利用し、能

力の維持向上に努める必要があります。
住み慣れた地域で自立した生活を元気に
過ごせるよう、あたまとからだを使って
みんなで考えてみませんか。
日時　6月 13日㈬　午後2時～ 5時
場所　保健センター
定員　先着80人
テーマ　①住み慣れた地域で元気に過
ごすための介護保険制度の利用につい
て　②地域で元気に過ごすためのエク
ササイズ
講師　①佐藤孝臣氏（ライフリー代表
取締役）　②日隈一行氏（健康運動指導
士）
申込・問合　6 月 11 日㈪までに電話ま
たは高齢介護課（長寿推進係）窓口へ

日時　6 月 15 日㈮、7 月 6 日㈮　午後
1時 30分～ 2時 30分
場所　総合福祉センター
内容　検尿・血圧測定・健康に関する
相談
問合　総合福祉センター

日時　6 月 14 日㈭　午前 10 時 30 分～
11時
場所　ココフレア
対象　60 歳以上（医師による運動制限
のない人に限ります）
定員　先着10人
内容　肩こりや腰痛を予防改善するス
トレッチを紹介します。
申込・問合　6 月 1 日㈮～ 13 日㈬にセ
ントラルスポーツジムスタ24泉大津（☎
20・6730）

▷風しん抗体検査（電話予約制）
▷肝炎ウイルス検査（電話予約制）
▷HIV・クラミジア・梅毒検査と相談（電
話相談可）
▷こころの健康相談（電話予約制）
問合　和泉保健所

～あなたのお口はお元気ですか？～
歯ッスル講座

楽笑会（楽しみながら笑顔に
なれる健康づくりの会）

歯科衛生士のお口相談
～健康の秘訣は「歯」にあり！～

骨粗しょう症検診

和泉保健所からのお知らせ

健康教室～フレイル予防～

高齢者健康相談

ココフレア「簡単ストレッチ」

住み慣れた地域で自立した生活を
元気に過ごすための市民向け講座

　風しんに妊娠初期～中期の女性が感染
すると、赤ちゃんが先天性風しん症候群
にかかる可能性があります。
　予防するため、次の対象者に、麻しん
風しん混合（MR）ワクチン・風しんワク
チンの予防接種費用の一部公費助成をし
ます。接種に際して風しん抗体検査の結
果が必要です。
▷風しん抗体検査について
日時　毎月第2・4木曜日　午前9時 30
分～ 10時 30分
場所　和泉保健所（要電話予約）

対象　①妊娠を希望する女性　
　　　②妊娠を希望する女性の配偶者
　　　③妊娠している女性の配偶者
検査結果　検査機関より郵送
問合　和泉保健所
※医療機関での実施は有料です。
▷麻しん風しん混合（MR）ワクチン・
風しんワクチン助成について
期間　４月１日～平成31年３月31日
場所　市内指定医療機関　※市ホーム
ページまたは子育て応援課でご確認くだ
さい。　※他機関での接種は助成不可。
対象　接種日当日、泉大津市に住民票
を有し、風しん抗体検査の結果、抗体

価を十分に獲得していない人で、対象
①～③のいずれかに当てはまる人
※過去５年以内に同ワクチンまたは風
しん単独ワクチンを接種している人、
風しんにり患したことが明らかである
人は対象外
費用　「医療機関の接種料金」から「公
費助成額（麻しん風しん混合ワクチン：
7,000 円、風しんワクチン：5,000 円 ) を
差し引いた金額
助成回数　１人につき１回限り
持物　抗体検査の結果と健康保険証に加
え、対象者②は妊娠を希望する女性の配
偶者であること、もしくは同居している
ことがわかるもの、対象者③は母子健康
手帳 ※妊娠中は接種することができま
せん。ワクチン接種後、2 か月間は、避
妊する必要があります。
問合　子育て応援課

健 康 の ペ ー ジ

保健センター一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

健康相談のお知らせ 健康・栄養に関する電話相談
も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後
５時 15 分

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン
等の予防接種費用の一部公費助成

月～金曜日
午前9時～午後5時

健 診 名
日 時
対 象

健 診 料
健 診 内 容

持 物

申 込 方 法

健康診査

16 ～ 39 歳の市民
( 昭和 54 年４月１日～平成 15 年３
月 31 日生まれまで )

無　料
問診・身体計測・血圧測定・検尿・
血液検査 (16 項目 )・診察

健康保険証

予約なし ( 直接会場までお越しくだ
さい )※７月 11㈬のみ保育あり (要
予約・先着順 )

特定健康診査

40 ～ 74 歳の市国保加入者
(75 歳誕生日前日～昭和 54 年３月
31 日生まれまで )

　
問診・身体計測・血圧測定・検尿・
血液検査 (16 項目 )・心電図・診察

①特定健康診査受診券
②泉大津市国民健康保険被保険者
証 ( 保険証 )
電話または窓口、ウェブにて要予
約 (QR コードは本ページに掲載 )

女性限定！「39健診」
７月 11 日㈬　午後
20 ～ 39 歳の女性市民
（昭和 54 年４月１日～平成 11 年３
月 31 日生まれまで）

500 円
健康診査・子宮がん検診（頸部の
み）・骨の健康測定（骨密度測定）

受診票

電話または窓口、ウェブにて要予
約 (QR コードは本ページに掲載 )
保育あり（要予約・先着順）

検 診 名

日 時

対 象

検 診 料
検 診 内 容

申 込 方 法 電話または窓口、ウェブにて要予約 (QR コードは本ページに掲載 )

６月 29 日㈮、７月 11 日㈬、17 日㈫　午前９時～ 11 時 30 分

６月 25 日㈪午前（時間帯により乳
がん検診が午後になる場合もあり）
40 歳以上の女性市民で、まだ今年
の（胃・大腸・肺・乳）のがん検診、
骨粗しょう症検診の未受診者

2,500 円
胃がん検診（胃部Ｘ線撮影）大腸
がん検診（便潜血反応検査）肺が
ん検診（胸部レントゲン撮影）乳
がん検診（問診・視診・触診・お
よびマンモグラフィ（50 歳未満２
方向、50 歳以上１方向））骨粗しょ
う症検診（骨密度測定）※乳がんな
しでも受診可

６月 27 日㈬、７月６日㈮、20 日㈮、
30 日㈪　午前・午後
40 歳以上の女性市民で、まだ今年
の乳がん検診を受診していない人

500 円
問診・視診・触診・およびマンモ
グラフィ（50 歳未満２方向、50 歳
以上１方向）

40 歳以上市民向け　胃がん・大腸
がん・肺がん検診
６月 29 日（金）、７月 11 日（水）、
17 日（火）午前
40 歳以上の市民で、まだ今年の胃
がん・大腸がん・肺がん検診を受
診していない人

１つの検診につき、500 円
胃がん検診（胃部Ｘ線撮影）大腸
がん検診（便潜血反応検査）
肺がん検診（胸部レントゲン撮影）

健 ( 検 ) 診一覧　【会場：保健センター】 申込・問合　保健センター

40 歳以上女性限定　セット検診 40歳以上女性市民向け 乳がん検診

[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）
　　　　　　　　　　　　 高齢介護課（市役所 1 階 9 番窓口）（☎33・1131）
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個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
）
交
付
通
知
は
が
き
が
届

い
た
人
で
、
市
役
所
開
庁
時
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
ら
れ

な
い
人
は
、
次
の
日
程
で
時
間
外
交

付
窓
口
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。な
お
、証
明
書
発
行
な
ど

の
通
常
業
務
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

日
時

６
月
20
日
㈬
午
後
７
時
ま
で

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

市
税
の
納
付
に
関
す
る
夜
間
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時

６
月
28
日
㈭
・
７
月
19
日
㈭

午
後
７
時
30
分
ま
で

場
所

市
役
所
税
務
課
５
番
窓
口
、

保
険
年
金
課
６
番
窓
口

※
各
種
証
明
書
の
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１

階
５
番
窓
口
）

府
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う

中
小
企
業
向
け
融
資
の
借
入
金
に
係

る
利
子
の
一
部
を
補
給
し
て
い
ま

す
。

対
象

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

個
人
、
ま
た
は
本
社
所
在
地
が
市
内

に
あ
る
法
人

対
象
融
資

▽
大
阪
府
中
小
企
業
融
資
制
度
要
綱

に
定
め
る
「
小
規
模
企
業
サ
ポ
ー
ト

資
金
」、「
経
営
安
定
資
金
」、「
開
業
サ

ポ
ー
ト
資
金（
開
業
資
金
Ａ
・
Ｂ
、地

域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
Ａ
・
Ｂ
）」

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
）」、

「
生
活
衛
生
改
善
貸
付
」、
新
創
業
融

資
制
度
に
よ
る
「
新
規
開
業
資
金
」

限
度
額

対
象
資
金
の
融
資
額
内
で

最
高
５
０
０
万
円
ま
で
。た
だ
し
、過

去
に
利
子
補
給
を
受
け
た
者
は
、
補

給
対
象
限
度
額
の
５
０
０
万
円
か
ら

前
回
申
し
込
み
の
対
象
資
金
の
限
度

額
を
差
し
引
い
た
額
以
内
の
額
に
な

り
ま
す
。

利
子
補
給
率

返
済
利
率
の
う
ち
年

１
％
以
内
（
個
人
事
業
主
が
本
市
在

住
で
な
い
場
合
は
年
0.5
％
以
内
）

問
合

地
域
経
済
課（
市
役
所
４
階
）

【
市
内
で
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し

て
創
業
さ
れ
る
人
へ
の
家
賃
補
助
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
】

市
内
で
の
創
業
を
促
進
し
、
地
域

産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
空
き
家
お

よ
び
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
、
新

た
に
創
業
す
る
人
を
対
象
に
創
業
支

援
補
助
金
を
交
付
し
、
意
欲
あ
る
創

業
者
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
お
い
て
補
助
事
業
年

度
内
に
創
業
、
転
入
ま
た
は
第
二
創

業
を
予
定
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
、空
き
店
舗
な
ど
の
条
件
、

週
４
日
以
上
の
営
業
、
市
税
の
未
滞

納
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
経
済

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
経
費
・
金
額

▽
事
業
を

営
む
た
め
の
事
業
所
に
係
る
家
賃

（
共
益
費
な
ど
は
含
ま
な
い
）▽
補
助

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

２
万
円
／
月
）で
、交
付
決
定
の
翌
月

か
ら
６
か
月
分

注
意
事
項

補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
た
人
は
、
出
店
後
５
年
以
上
事

業
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
ま
た

は
こ
れ
に
類
す
る
契
約
な
ど
に
基
づ

く
事
業
は
交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

【
創
業
・
起
業
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
】

特
定
創
業
支
援
事
業（
※
）を
は
じ

め
、
各
種
創
業
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
紹

介
、
創
業
・
起
業
の
際
に
必
要
な
手

続
き
の
案
内
や
融
資
相
談
な
ど
、
一

緒
に
な
っ
て
あ
な
た
の
創
業
・
起
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
市
内
で
創

業
・
起
業
を
お
考
え
の
場
合
は
、
地

域
経
済
課
内
の
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
ま
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
特
定
創
業
支
援
事
業
と
は
（
要
申

請
）
…
泉
大
津
商
工
会
議
所
が
実
施

す
る
『
経
営
』、『
財
務
』、『
人
材
育

成
』、『
販
路
開
拓
』の
４
つ
の
知
識
習

得
を
目
的
と
す
る
創
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
お
よ
び
個
別
重
点
相
談
を
受
け
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に

は
、
特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ
る
支

援
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

証
明
書
を
発
行
さ
れ
た
人
は
、
次

の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
会
社
設
立
時
の
登
記
に
か
か
る
登

録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
対
象

者
は
個
人
）。

・
創
業
関
連
保
証
枠
を
利
用
し
た
融

資
に
事
業
開
始
前
に
申
し
込
む
場

合
、
特
例
に
よ
り
事
業
開
始
６
か
月

前
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
に
な
り
ま

す
（
通
常
は
２
か
月
前
か
ら
）。

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
新
規
開
業

支
援
資
金
の
貸
付
利
率
の
引
き
下
げ

対
象
と
し
て
、
同
資
金
を
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

問
合

地
域
経
済
課（
市
役
所
４
階
）

市
で
は
、
市
内
在
住
で
平
成
29
年

５
月
４
日
～
平
成
30
年
５
月
３
日
ま

で
に
、
叙
勲
・
褒
章
・
各
大
臣
表

彰
・
大
阪
府
知
事
表
彰
（
知
事
表
彰

は
５
月
３
日
に
限
り
ま
す
）
を
受
章

さ
れ
た
人（
団
体
）に
、市
役
所
内
で

記
念
写
真
の
撮
影
と
記
念
品
の
贈
呈

式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
大
臣
表
彰
受
章
者
の
人
（
団
体
）

は
、
把
握
す
る
た
め
６
月
29
日
㈮
ま
で

に
秘
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合

秘
書
広
報
課（
市
役
所
４
階
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、全
国

で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広
が

っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の
つ

な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。大
阪
い
ず
み
市
民
生
活
協

同
組
合
よ
り
肉
・
野
菜
・
果
物
な
ど

を
、㈱
協
立
鉄
工
よ
り
寄
附
金
を
、高

橋
米
穀
店
・
井
上
米
穀
店
よ
り
お
米

を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
時

６
月
27
日
㈬
　
午
後
６
時
～

※
６
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、
当
日
中
止
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
の
お
願
い

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３

９
０
）
へ

問
合

子
育
て
応
援
課
（
市
役
所
１

階
３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

市役所
お知らせ

からの

市
内
で
創
業
さ
れ
る
人
を

支
援
し
ま
す
！

※H30年5月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,062人 (+15人)
●女
 39,106人 (+17人)
●男
 35,956人  (ー2人)
●世帯数
34,108世帯(＋75世帯)
●面積
   13.49㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
窓
口
に
つ
い
て

中
小
企
業
事
業
資
金
利
子

補
給
制
度
の
ご
案
内

各
受
章
者
の
皆
さ
ん

市
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

市
税
の
納
付
に
関
す
る

夜
間
相
談
窓
口
に
つ
い
て

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂

６
月
27
日
に
開
催
！

住民基本台帳法第 11 条第 3項及び第 11 条の 2第 12 項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び
住民票の写しなどの交付に関する省令第 3条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

自衛官などの募集案内防衛省　自衛隊大阪地方協力本部
岸和田地域事務所

閲覧者 閲覧事由 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲
30/2/13～ 15
30/2/20～ 22

平成 12年 4月 2日～平成 13年 4月 1
日に生まれた男女で日本国籍を有する人

西港町　平成 14 年８月末日生まれまで
の満15歳以上の日本人男女　24件

助松町 3 丁目、松之浜町 1～ 2 丁目、
条南町、二田町 1～ 3丁目、池園町、寿
町　平成 11 年 4 月 2 日～平成 17 年 4
月 1 日生まれの 12 歳以上 18 歳以下の
女性28件

寿町　平成９年８月末日生まれまでの 20
歳以上の日本人男女　24件

29/8/9

29/10/3

29/7/6

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

住民基本台帳の閲覧状況 平成 29 年度の住民基本台帳の閲覧は 11 件でした。問合 市民課（市役所１階４番窓口）

「2017年新聞及びウエブ利用に関する総合調査（調査票タイトル：「く
らしと情報についてのおたずね」）」実施のための対象者抽出。
委託者：朝日新聞社　マーケティング本部マーケティング部

「住民意識調査」の実施のため。
委託者：㈱時事通信社　大阪支社　業務部

「青少年を被害から守るための調査」の対象者抽出。
委託者：警察庁生活安全局少年課

末広町1～2丁目、助松団地、東助松町
1～ 4 丁目 平成 11 年 11 月２日～平成
19年 11 月１日生まれまでの 10歳以上
17歳以下の男女20件

29/9/26

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　加藤　讓

「青少年のインターネット利用環境実態調査」の対象者抽出。
委託者：内閣府

東豊中町２～３丁目　平成 14 年 10 月 31
日生まれまでの15歳以上の男女25件29/10/3

「平成29年度　消費者意識基本調査」の対象者抽出。
委託者：消費者庁

春日町
平成９年10月末日までに生まれた満20
歳以上日本人男女24件

29/10/17

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

「紛争経験調査（調査票タイトル「暮らしのなかの困りごとに関する
全国調査」）」の実施のための対象者抽出。
委託者：国立大学法人東京大学　社会科学研究所

春日町、小松町　昭和 37 年１月１日生
まれまでの55歳以上の男女20件29/11/28

「高齢者の健康に関する調査」の対象者抽出。
委託者：内閣府

池浦町２丁目　
昭和 3 年５月 1 日～平成 10 年４月 30
日生まれの日本人男女20件

29/12/21
日本たばこ産業㈱が実施する 2018 年「全国たばこ喫煙者率調査」の
対象者抽出。
委託者：日本たばこ産業㈱　たばこ事業本部

池浦町５丁目
平成 11 年 12 月末日までに生まれた満
18歳以上の日本人男女29件

30/1/10「社会意識に関する世論調査」実施のための対象者抽出。
委託者：内閣府大臣官房政府広報室

虫取町１丁目　昭和３年１月１日～平成
９年 12 月 31 日生まれの 20 歳以上 89
歳以下の日本人男女16件

30/2/6
「第 12 回　生活と意識についての国際比較調査」実施のための対象者
抽出。
委託者：大阪商業大学

2425 広報いずみおおつ　平成30年6月号



所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）申

請
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
、
失
業
な
ど
の
事
由
が
あ
る
場
合

に
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
人
で
、本
人
、配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
人
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※
付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基
金

に
加
入
中
の
場
合
、
免
除
な
ど
が
承

認
さ
れ
る
と
脱
退
と
な
り
ま
す
。

▽
過
去
2
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、
過
去

2
年
（
申
請
月
の
2
年
1
か
月
前
の

月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
を
申
請
で

き
ま
す
。た
だ
し
、申
請
が
遅
れ
る
と

万
一
の
と
き
に
障
が
い
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
0
7
2
・
2
4
3
・
7
9
0

0
）　
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

▽
年
金
事
務
所
で
は
年
金
の
予
約
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す

事
前
予
約
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
相
談
が
で
き
、
相
談
内
容
に
あ
っ

た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え

対
応
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

実
施
時
間

月
～
金
曜
日
　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時

申
込

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）、堺
西

年
金
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４

３
・
７
９
０
０
）

※
予
約
は
、
相
談
希
望
日
の
１
か
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

※
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）

ご
み
の
減
量
や
環
境
問
題
に
関
す

る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
す
る
「
環
境

展
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時

６
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮
（
最

終
日
の
み
午
後
３
時
終
了
）

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
た
と
き
は
、
小
中
学
校
を
含
む
市

内
の
公
共
施
設
な
ど
に
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
発
令
状
況
を
掲
示
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

が
発
生
し
た
と
き
は
次
の
対
策
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
る

○
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る

○
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
洗

眼
や
う
が
い
を
す
る

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
状
況
な

ど
は
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）・
府
環
境
保
全
課
環
境
監
視

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・

９
６
２
１
）

市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援

し
、
市
民
公
益
活
動
を
活
発
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
事
業
費
の
一

部
ま
た
は
全
額
を
補
助
す
る
公
募
型

補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
申
請
団
体
に
よ
る
事

業
審
査
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
）。

▽
平
成
30
年
度
申
請
団
体
　
事
業
審

査
会

日
時

６
月
17
日
㈰
　
午
前
９
時
～

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
合

市
民
協
働
推
進
課
（
市
役
所

４
階
）

毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
ゲ
ス
ト

に
招
き
、
活
動
内
容
を
お
話
し
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
や
社
会
の
問

題
を
一
緒
に
考
え
る
「
ま
な
び
愛
広

場
」を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
、本
を

通
じ
た
地
域
の
つ
な
が
り
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
自
治

会
館
に
図
書
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
た

「
浜
助
松
自
治
会
」、「
ま
ち
か
ど
本

箱
」活
動
を
展
開
す
る「
ホ
ン
ノ
ワ
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、戎
小
学
校
図
書

室
の
地
域
開
放
を
行
う
「
り
ぶ
れ

EBISU
」
の
取
り
組
み
を
ヒ
ン
ト
と

し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
24
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
５
階
　
お

づ
ぷ
ら
ざ
（
泉
大
津
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）

定
員

申
込
先
着
20
人

申
込
・
問
合

お
づ
ぷ
ら
ざ
へ
電
話

で
直
接
（
☎
24
・
９
０
１
６
）

平
成
31
年
度
以
降
に
使
用
す
る
小

中
学
校
教
科
書
の
展
示
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
４
日
㈪
～
７
月
６
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

場
所

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
内
　
教

科
書
セ
ン
タ
ー
（
戎
町
３
ー
41
）

車
で
の
来
所
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

31
・
４
４
６
０
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
は
環
境
月
間

「
環
境
展
」
を
実
施
し
ま
す

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

全
国
の
商
業
を
営
む
事
業
所
の
事

業
活
動
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、「
平
成
30
年
度
商
業
動
態
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

経
済
産
業
省
が
毎
月
実
施
す
る
基
幹

統
計
で
す
。

問
合

大
阪
府
総
務
部
統
計
課
　
商

工
業
動
態
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
６
・
６

２
１
０
・
９
２
０
９
　
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）大

阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で

は
、遺
言
や
相
続
、内
容
証
明
や
各
種

契
約
書
の
作
成
、帰
化
申
請
、建
設
・

産
廃
業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設

立
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
19
日
㈫
　
午
後
１
時
～

３
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市

役
所
１
階
11
番
窓
口
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

気
を
付
け
よ
う

６
月
19
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

■「シニア人財育成講習」
各分野で活躍できる 55 歳以上のシニア人材を育成する、

「シニア人財育成講習（事務補助・障がい者支援・保育補助）」
を開催します。講習終了後は、各業界でのお仕事につながる就
業イベントを開催するなど、講習修了者の就業を応援します。
日時 ６月４日㈪～13 日㈬の各講習３日間　午後１時～５
時
場所 エル・おおさか南館４階会議室（大阪市中央区北浜東
３－14）
■シニア向け合同企業説明会」を開催！
シニア雇用に積極的な企業（約 20 社）と、55 歳以上のシニ
アの人を就業に結びつける「シニア向け合同企業説明会」を開
催します。参加無料・予約不要・履歴書不要ですのでお気軽
にご参加ください。
日時 ７月５日㈭　午後 1 時～4 時（最終受付午後 3 時 30
分）
場所 ＯＭＭ（大阪マーチャンダイズ・マートビル）２階Ａ
ホール

■全国安全週間のお知らせ
今年度のスローガンは、従来から取り組んでいる安全活動

に新たな視点を取り入れるとともに労働災害防止のための努
力を惜しまないことで安全な職場環境を形成するよう各職場
における巡視やスローガンの掲示、労働安全に関する講習会
の開催などによる呼びかけを行います。

■ストップ・ザ　不法就労・不法滞在！
現在、日本国内には、約６万６千人もの不法滞在外国人がお

り、その多くは、不法就労に従事してさまざまな問題を引き起

こしています。外国人を雇用する場合は、必ずパスポートや在
留カードに記載されている「在留資格」や「在留期間」を確認
し、適正な雇用をお願いします。

■「外国人労働者問題啓発月間」のお知らせ
～雇入れ・離職時の届出と適切な雇用管理は事業主の責務で
す！～

外国人を雇っている事業主の皆さん、チェックしてみてく
ださい。
□　国籍で差別しない公平な採用選考を行っていますか？
□　労働法令を守り、労働・社会保険に入っていますか？
□　日本語教育や生活上・職務上の相談に配慮しています

か？
□　安易な解雇はしていませんか？
□　外国人の雇入れ・離職時にハローワークへ雇用状況の届

出を出していますか？

■しない　させない　就職差別
就職の面接で、本人や家族の出身地や職業、思想・信条など

について質問することは、本人に責任のない事項や本来自由
であるべき事項で応募者を判断することになり、就職差別に
つながるおそれがあります。

府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定め、啓発事業に取
り組んでいます。就職の機会均等を保障することの大切さに
ついて皆さんのご理解をお願いします。
就職差別 110 番

採用面接時などの差別について、相談、関係機関の紹介など
を行います。
▷☎06・6210・9518（６月 13 日㈬～15 日㈮　午前 10
時～午後 6 時）▷メール rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp

（メールでの相談受付は６月中随時）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

シニア就業促進センターからのお知ら
せ（☎06・6910・0848）

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

泉大津市・忠岡国際交流促進協議会からの
お知らせ（☎23・1234）

ハローワーク泉大津からのお知らせ
（☎32・5181）

大阪府商工労働部雇用推進室からのお知らせ
（☎06・6210・9518）

商
業
動
態
統
計
調
査
に

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

が
ん
ば
る
市
民
公
益
活
動
応
援

補
助
金
の
審
査
会
を
開
催
し
ま
す

2627 広報いずみおおつ　平成30年6月号

第
４
回
ま
な
び
愛
広
場
「
本
で

つ
な
げ
る
子
ど
も
と
地
域
」

↑昨年のパネル展示の様子

教
科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ



認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

病
気
で
す
。
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域（
ま
ち
）づ
く
り
へ
の
第
一
歩
で

す
。

※
初
回
受
講
者
に
は
、“
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
”
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時

６
月
26
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所

高
齢
者
保
健
・
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
の
人

定
員

先
着
30
人

申
込
・
問
合

６
月
11
日
㈪
か
ら
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話
（
☎
21
・
０
２
９
４
）

市
で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
平
和
」に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
平

和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
う
ち
わ

作
品
を
展
示
す
る
「
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
」
を
７
月
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
作
品
「
平
和
へ
の
願
い
」を
イ

ラ
ス
ト
な
ど
で
表
現
し
た
う
ち
わ
。

画
材
・
表
現
方
法
な
ど
は
自
由
（
う

ち
わ
面
か
ら
は
み
出
す
デ
ザ
イ
ン
は

不
可
）

応
募
方
法

人
権
く
ら
し
の
相
談

課
、に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
、南
・
北
公
民

館
、
図
書
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用

う
ち
わ
に
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
描
き
、

各
施
設
へ
提
出（
応
募
作
品
は
、後
日

記
念
品
と
と
も
に
返
却
し
ま
す
。
な

お
、
入
賞
作
品
は
８
月
に
市
役
所
で

開
催
予
定
の
平
和
パ
ネ
ル
展
で
も
展

示
し
ま
す
。）

締
切

６
月
15
日
㈮

■
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

期
間

７
月
10
日
㈫
～
17
日
㈫
正
午

ま
で
（
期
間
中
は
土
・
日
曜
日
も
開

催
。
応
募
作
品
す
べ
て
を
展
示
）

場
所

ア
ル
ザ
２
階
回
廊

問
合

人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市

役
所
１
階
11
番
窓
口
）

「
平
和
へ
の
願
い
」
を
描
い
た

う
ち
わ
作
品
募
集

申
請
資
格

千
原
町
１
～
２
丁
目
、

森
町
１
～
２
丁
目
、尾
井
千
原
町
、綾

井
に
平
成
29
年
７
月
１
日
以
前
か
ら

住
民
登
録
が
あ
り
遺
骨
を
お
持
ち
で

墓
地
の
な
い
人

申
請
期
間

６
月
15
日
㈮
～
22
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

申
請
場
所

高
石
市
役
所
市
民
課

募
集
区
画

３
区
画

永
代
使
用
料

１
・
２
６
㎡
（
間
口

０
・
９
ｍ
×
奥
行
１
・
４
ｍ
　
巻
石

部
含
む
）
　
55
万
円

管
理
料

２
万
９
２
５
０
円
（
10
年

分
一
括
納
付
）

公
開
抽
選

７
月
６
日
㈮
（
高
石
市

役
所
別
館
１
階
会
議
室
）

問
合

高
石
市
役
所
総
務
部
市
民
課

（
☎
０
７
２
・
２
６
５
・
１
０
０
１
）

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
を

通
し
て
交
流

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
み
な
が
ら
障
が
い
の
あ
る
人
と

交
流
し
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
「
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
」
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日

①
第
１
・
３
　
②
第
２
・

４
　
い
ず
れ
も
火
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
（
障
が
い
の
あ
る
人
は
事
前
に
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

定
員
各
先
着
20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
）

会
費
１
回
１
０
０
円

申
込
・
問
合

①
６
月
19
日
㈫

②

12
日
㈫
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
４
時
に
直
接
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
３
９
０
）
へ

入
会
説
明
会

日
時

６
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
合
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

ス
マ
ホ
利
用
の
低
年
齢
化
が
進

み
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、ネ
ッ
ト
依
存

が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
、
ネ
ッ
ト
で

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い

た
め
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
だ

れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
特
に
小
・

中
学
生
の
保
護
者
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

６
月
12
日
㈫
　
午
後
７
時
～

９
時

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員

当
日
先
着
１
０
０
人

講
師

石
川
千
明
氏
（
一
般
社
団
法

人
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
）

問
合

人
権
く
ら
し
の
相
談
課
（
市

役
所
１
階
11
番
窓
口
）

■
気
分
は
パ
テ
ィ
シ
エ

手
軽
で
子
ど
も
も
喜
ぶ
ス
イ
ー
ツ

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

日
時

①
６
月
22
日
　
②
29
日
(全

２
回
　
金
曜
日
)午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー

①
お
豆
腐
の
ク
レ
メ
ダ

ン
ジ
ュ
・
米
粉
を
使
っ
た
オ
レ
ン
ジ

マ
フ
ィ
ン
、
②
ゼ
ラ
チ
ン
で
簡
単
な

め
ら
か
プ
リ
ン
・
夏
の
さ
わ
や
か
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
16
人

受
講
料

２
５
０
０
円
（
２
回
分
の

材
料
費
込
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
布

巾
・
持
ち
帰
り
容
器
（
ケ
ー
キ
の
箱

な
ど
）

講
師

辻
　
宣
子
氏

申
込

６
月
８
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

■
は
じ
め
て
エ
ア
ロ
＆
ら
く
ら
く
ス

ト
レ
ッ
チ
（
健
康
講
座
）

有
酸
素
運
動
で
あ
る
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
と
柔
軟
性
を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ

を
融
合
さ
せ
ま
し
た
。

脳
に
刺
激
を
与
え
、
怪
我
の
予
防

に
も
つ
な
が
る
講
座
で
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
、
８
月
１
日
・
８
日
（
全
６
回

水
曜
日
）
午
後
１
時
～
２
時

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

受
講
料

５
０
０
円
（
６
回
分
）

定
員

先
着
30
人

持
物

上
靴
・
水
筒
・
動
き
や
す
い

服
装
で

講
師

高
田
静
子
氏

申
込

６
月
13
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

<
共
通
事
項
>

場
所
　
北
公
民
館

申
込
方
法
・
問
合

受
講
料
を
そ
え

て
本
人
ま
た
は
家
族
が
直
接
北
公
民

館
(☎
23
・
０
５
０
５
、
フ
ァ
ク
ス

23
・
０
５
６
６
)へ

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
申
込

日
の
翌
日
か
ら
電
話
フ
ァ
ク
ス
で
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
欠
席
に
つ
い
て
は
、
返
金
で
き

ま
せ
ん
。

■
「
ぶ
ら
り
名
所
め
ぐ
り
」

若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
近
畿
周
辺
の
寺
院
や
美
術

館
を
中
心
に
歴
史
を
学
び
古
き
良
き

時
代
を
探
索
し
て
い
た
だ
く
た
め
名

所
め
ぐ
り
に
で
か
け
ま
す
。

日
程

７
月
３
日
㈫

行
先
　
大
塚
国
際
美
術
館（
鳴
門
市
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。）

費
用

３
８
０
０
円
（
保
険
代
・
高

速
代
・
入
館
料
込
）

※
た
だ
し
食
事
は
実
費

申
込
・
問
合
　
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
参
加
者
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年

齢
、電
話
番
号
、返
信
用
は
が
き
に
も

住
所
・
氏
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
６
月
15
日
㈮
必
着
で
北
公
民
館

「
ぶ
ら
り
名
所
め
ぐ
り
」
係
へ
(☎

23
・
０
５
０
５
、
〒
５
９
５
ー
０
０

０
６
　
東
助
松
町
４
ー
８
ー
４
)

※
往
復
は
が
き
で
一
人
一
枚
限
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害
を
防
ぐ
講
演
会

北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

高
石
市
営
浜
墓
地
の

使
用
者
募
集

カ
ラ
オ
ケ
友
の
会

会
員
募
集

29 広報いずみおおつ　平成30年6月号 28

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

■受験資格、採用予定人員など
(1)受験資格 平成４年４月２日～平成８年４月１日まで
に生まれ、大学卒業程度の学力を有する人
(2)採用予定人員 ２人（上級）
(3)採用予定日 10 月１日
■申込手続、受付期間など
(1)提出書類 職員採用試験申込書および受験票
(2)募集要領などの配布　消防本部にて配布します。ま
た、市ホームページからもダウンロードできます。
(3)受付期間・時間　６月 11 日㈪～22 日㈮までの午
前９時～午後５時 30 分（土・日曜日は除く）。郵送に
よる申し込みは６月 20 日㈬消印有効。
■試験日および試験会場
(1)第一次試験　▷学科試験　７月１日㈰　午前 10 時
～・泉大津市立誠風中学校
▷実地体力試験　７月１日㈰　午後１時 15 分～・消
防本部
(2)第二次試験以降の実施については、配布する試験要領
をご覧ください。
問合 消防本部総務課（☎33・4481）

職種 保健師・看護師・社会福祉士・介護支援専門員・
介護福祉士
募集人員 １人
職務内容 介護保険業務において介護保険に係る相談業
務、介護認定審査会の運営および事務全般
応募資格 ▷７月１日現在 60 歳未満（定年は 60 歳）
▷保健師、看護師、社会福祉士、介護支援専門員または介
護福祉士の資格を有する人
▷基本的なパソコン（ワード・エクセル）操作ができる人
報酬 月額 14 万 9,000 円～18 万 4,300 円（保有資格に
より異なる。昇給制度あり）
勤務時間 午前９時～午後５時（月～金曜日の間で４日間）
雇用期間 ７月１日～平成 31 年３月 31 日（ただし更新
あり。最長５年）
選考方法 提出書類による審査および筆記試験・面接試
験（試験日は６月 24 日㈰）
申込・問合 ６月７日㈭～20 日㈬に、履歴書・資格の証
明書（写）・「志望動機・自己 PR」の作文（400 字以内で
A4 原稿用紙に鉛筆自筆）を直接、高齢介護課（市役所１階
９番窓口）へ持参

資格 原則として教員免許、保育士、介護職員初任者研修
（旧ヘルパー二級）以上の資格をお持ちの人で、障がい児教
育に対し熱意と意欲のある人（男女は問いません。）
採用 登録制で、必要が生じた時に採用します。
申込・問合 履歴書などをお持ちのうえ、６月 15 日㈮ま
でに指導課（市役所３階）へ

職種保健消防吏員(上級）の採用について 職種保健非常勤嘱託員募集

職
種

保
健

師
・

看
護

師
・

社
会

福
祉

士
・

介
護

支
援

専
門

員
・

介
護

福
祉

士募
集市内小・中学校　重度障がい児の介助員募集

↑オレンジリング

↑消防本部庁舎

男女問わず募集！
新・消防本部庁舎には
新たに女性専用施設を
完備しました。



（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

■
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が

せ
！ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中
か
ら
色
々

な
種
類
の
小
さ
な
生
き
物
た
ち
（
チ

リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
）
を
探
し
出
し

ま
す
。
ゲ
ッ
ト
し
た
チ
リ
メ
ン
モ
ン

ス
タ
ー
は
持
っ
て
帰
り
ま
す
。

日
時

７
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

定
員

先
着
10
人

参
加
費

４
０
０
円（
教
材
費
含
む
）

持
物

筆
記
用
具
・
色
鉛
筆
ま
た
は

ク
レ
ヨ
ン
・
上
靴

講
師

渡
邊
克
典
氏
（
き
し
わ
だ
自

然
資
料
館
専
門
員
）

申
込

６
月
16
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

■
声
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座
（
全
２
回
）

喉
の
衰
え
は
40
代
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
声
年
齢
を
若
く
保

つ
た
め
の
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
７
月
６
日
㈮
…
喉
を
広
げ
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
声
を

出
そ
う
」　
▽
７
月
20
日
㈮
…「
喉
と

顔
の
筋
肉
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
音
読
朗
読
に
挑
戦
し
よ
う
」

時
間
午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
　
先
着
10
人

一
時
保
育

先
着
６
人
（
６
か
月
～

就
学
前
の
幼
児
）

参
加
費

２
０
０
円

持
物

筆
記
用
具

講
師

安
藤
裕
恵
氏（
Ｍ
Ｃ
、ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

申
込

６
月
８
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

<
共
通
事
項
>

場
所

南
公
民
館

申
込
方
法
・
問
合

受
講
料
を
添
え

て
本
人
ま
た
は
家
族
が
直
接
南
公
民

館
（

33
・
１
７
６
４
、
フ
ァ
ク
ス

33
・
１
３
０
０
）
へ
。

申
込
用
紙
は
一
人
一
枚
配
布
。定
員

に
満
た
な
い
場
合
の
み
翌
日
か
ら
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
浴
衣
着
付
け
無
料
講
習
会
（
よ
そ

お
い
会
ク
ラ
ブ
）

盆
踊
り
や
花
火
な
ど
に
浴
衣
を
着

て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
!?

半
幅
帯
な
ど
で
、
前
結
び
す
れ
ば

思
っ
て
い
る
よ
り
簡
単
に
着
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
！

日
時

７
月
４
日
㈬
　
午
前
９
時
45

分
～
11
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

持
物

肌
じ
ゅ
ば
ん
、
裾
よ
け
、
浴

衣
、半
幅
帯
、ひ
も（
コ
ー
リ
ン
ベ
ル

ト
）、
前
板
な
ど
、
お
手
持
ち
の
物
で

結
構
で
す
。

■
水
彩
画
ク
ラ
ブ
「
南
水
彩
」

色
や
形
の
面
白
さ
を
楽
し
み
、
感

動
し
な
が
ら
絵
を
描
い
て
い
る
ク
ラ

ブ
で
す
。初
め
て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

描
く
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

月
会
費

２
０
０
０
円

野
菜
を
無
駄
な
く
使
う
方
法
や
省

エ
ネ
、
ご
み
の
出
な
い
環
境
に
や
さ

し
い
調
理
の
工
夫
を
学
び
ま
す
。
そ

ん
な
暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
～

午
後
１
時

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
１
～
６
年

生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
２
人
１

組
の
ペ
ア
　
※
保
護
者
は
20
歳
以
上

定
員

先
着
12
組
　
※
昨
年
度
未
受

講
者
優
先

メ
ニ
ュ
ー

「
缶
た
ん
!?
時
短
！
絶

品
！
サ
マ
ー
ラ
ン
チ
☆
☆
」
…
缶
た

ん
!?
ひ
ま
わ
り
オ
ム
ラ
イ
ス
、
パ
パ

ッ
と
お
ま
か
せ
de
ポ
ト
フ
、
ふ
る
ふ

る
も
み
も
み
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー

受
講
料

５
０
０
円

講
師

㈱
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合

６
月
12
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
環
境
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係

（
☎
33
・
９
１
９
２
、
33
・
９
２
８

９
）で
電
話
受
付（
１
回
の
電
話
で
１

組
の
申
し
込
み
）

※
６
月
13
日
㈬
ま
で
に
昨
年
度
未
受

講
者
で
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

翌
日
午
前
９
時
か
ら
、
既
受
講
者
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
指
定
ご
み
袋
の
販
売

収
益
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

■
春
季
企
画
展
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
　
「
オ
ー
ブ
ン
粘
土
で
と
ん
ぼ
玉

を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

日
時
　
６
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
　
午

前
10
時
30
分
～
正
午

対
象

小
学
生
以
上

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル

定
員

当
日
先
着
20
人

費
用

１
０
０
円
（
別
途
入
館
料

一
般
４
３
０
円
／
65
歳
以
上
・
高
大

生
３
３
０
円
）

■
や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
８
　
ｖ
ｏ
ｌ
．１
　「
時
空

を
超
え
て
～
２
６
０
年
の
音
楽
の
旅

～
」

日
時

６
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

定
員

当
日
先
着
座
席
数
約
１
３
０

席費
用

入
館
料
（
一
般
４
３
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
３
３
０
円
）

内
容

『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
よ
り

「
喧
嘩
の
２
重
唱
」（
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
）、『
椿
姫
』よ
り「
乾
杯
の
歌
」（
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
）、
ノ
ク
タ
ー
ン
第
20
番

「
遺
作
」（
シ
ョ
パ
ン
）
　
ほ
か

出
演

音
楽
グ
ル
ー
プ「
ク
ラ
ル
テ
」

（
ソ
プ
ラ
ノ
、
テ
ノ
ー
ル
、
ピ
ア
ノ
）

■
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ

「
石

器
を
使
っ
て
み
よ
う
」

日
時

６
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

対
象

こ
ど
も
、
一
般
市
民

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
第
２
展
示

室
前

費
用

入
館
料
（
一
般
４
３
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
３
３
０
円
　
子

ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
ク
ー
ポ
ン
を

お
持
ち
の
人
は
無
料
）

問
合

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）

市
と
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
協
力
雇
用
主
会
で

は
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
を

テ
ー
マ
に
社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
７
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
開
会

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

映
画

「
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
こ
こ
が
心
配
　
犯
罪
か
ら
子
ど

も
を
守
る
」

講
演

「
元
気
な
泉
大
津
づ
く
り
に

向
け
た
構
想
と
実
践
」

講
師
　
泉
大
津
市
長
　
南
出
　
賢
一
 

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ど
が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
協
力
の
も

と
、「
花
か
ご
の
ブ
ロ
ー
チ
」
も
作
成

し
ま
す
。

日
時

６
月
26
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

小
物
作
成
は
先
着
20
人

材
料
費

４
５
０
円
（
花
か
ご
の
ブ

ロ
ー
チ
作
成
の
み
）

問
合

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

６
月
３
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
４
時
　
泉
大
津
郵
便
局

な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
休
憩

し
ま
す
。

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

交
通
事
故
、貸
・
借
金
、近
隣
ト
ラ

ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
調
停
の
利
用

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
▽
６
月
27
日
㈬
…
浪
切
ホ
ー

ル
　
▽
７
月
25
日
㈬
…
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

時問
合
大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■KIX からの国際定期便がますます充実！
関西エアポートは、関西国際空港の 2018 年夏期スケジュー

ルについて、ヨーロッパ方面やホノルルをはじめとする中長距
離路線の増便や国際貨物便の拡充により、過去最高の週 1,366
便を見込んでいます。国際線ではエールフランス航空のパリ線
が３年ぶりに週７便の運航となり、ヨーロッパ方面全体では４
都市すべてがデイリー運航となります。また日本航空のホノル
ル線は、週 7 便から週 14 便に増便となり、ホノルル線全体で
は週 36 便と大幅増便になります。ぜひこの夏の旅行は、便利
な関西国際空港から海外へお出かけください。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　https://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　https://www.kansai-airport.or.jp/

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
 第
１
弾

「
親
子
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

献
血
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど
い

「いいね！」で、広まる泉大津ファンの輪
泉大津市フェイスブックに
ついて詳しくは、泉大津市
HPをご覧ください！

泉大津市フェイスブック→

泉大津市公式フェイスブックに
「いいね！」してね！

市の取り組みやイベント情報など旬
の話題をお届けします。おづみんの
情報もいっぱい＠・・＠／

3031 広報いずみおおつ　平成30年6月号

↑メニュー「缶たん!?時短！
絶品！サマーランチ☆☆」



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

■「
あ
す
と
び
っ
！
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ①
「
め
ざ
せ
！
ス
ポ
ー
ツ
万
能
キ
ッ

ズ
」子

ど
も
の
能
力
を
引
き
出
す
運
動

に
、
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

日
時

６
月
17
日
㈰
　
午
前
11
時
～

対
象

３
～
６
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

定
員

申
込
先
着
20
組

持
物

タ
オ
ル
、飲
み
物
、動
き
や
す

い
服
装
 

講
師

小
川
真
氏
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ス
ポ

ー
ツ
キ
ッ
ズ
主
宰
）

②
「
絵
本
と
私
と
君
と
」

絵
本
と
季
節
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

６
月
17
日
㈰
　
午
前
11
時
～

講
師

窪
田
貞
子
氏

③
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
使
っ
て
か
わ

い
い
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
よ
う
！

日
時

７
月
１
日
㈰
　
午
前
11
時
～

定
員

申
込
先
着
30
人
（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費

３
０
０
円
（
カ
ー
ド
２

枚
・
暑
中
見
舞
い
に
使
え
ま
す
）

講
師

正
木
ま
き
こ
氏
（
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

申
込

①
②
③
と
も
要
事
前
予
約

■
メ
カ
ニ
ク
ル
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
「
し

た
く
て
も
、で
き
な
い
こ
と
。こ
の
き

か
い
に
。」

ふ
だ
ん
何
気
な
く
さ
わ
っ
て
い
る

家
電
製
品
の
分
解
体
験
会
に
参
加
し

よ
う
。子
ど
も
た
ち
が
、ど
ん
な
仕
組

み
で
機
械
は
う
ご
く
の
だ
ろ
う
？
と

い
う
好
奇
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時

６
月
10
日
㈰
　
①
午
後
１
時

～
、
②
午
後
３
時
～

対
象
　
小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員

申
込
先
着
各
15
人

参
加
費

５
０
０
円（
同
伴
者
無
料
）

備
考

分
解
す
る
家
電
製
品
は
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
で
す
。

■
第
58
回「
親
と
子
の
写
生
会
」展
覧

会日
時
　
６
月
16
日
㈯
～
20
日
㈬
　
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
18
日
は
休
館

日
。
20
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

表
彰
式

６
月
20
日
㈬
　
午
後
４
時

30
分
～
（
時
間
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
）

主
催

泉
大
津
美
育
研
究
会
・
泉
大

津
市
文
化
連
盟
　

■
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
×
日
本
舞
踊

日
本
の
伝
統
芸
能
日
本
舞
踊
と
の

コ
ラ
ボ
！
心
に
響
く
日
本
の
唄
を
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
ア
レ
ン
ジ
で
お
届
け
し
ま

す
。

日
時

６
月
24
日
㈰
　
開
演
午
後
２

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員

申
込
先
着
１
４
０
人

入
場
料

一
般
／
前
売
り
１
０
０
０

円
（
当
日
１
３
０
０
円
）、
小
学
生
／

前
売
り
５
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

出
演

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
ア
ダ
ワ
ス
（
ヴ
ォ

ー
カ
ル
）、
宮
　
哲
之
（
サ
ッ
ク
ス
／

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
）
Ｖ
Ｏ
Ｎ
　
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
（
ド
ラ
ム
）、
建
部
さ
と
こ

（
ピ
ア
ノ
）、
Jesse
Forest（
ギ
タ

ー
）、花
柳
佳
津
茂
、花
柳
寿
魁
秀
、文

化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

演
奏
曲

七
夕
さ
ま
、り
ん
ご
追
分
、

雨
の
日
と
月
曜
日
は
　
ほ
か
：

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
に
て
チ

ケ
ッ
ト
購
入
、
ま
た
は
電
話

■
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
・
自
分
だ

け
の
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う
！

ハ
ン
ダ
付
け
か
ら
本
格
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時

７
月
15
日
㈰
　
①
午
前
10
時

～
午
後
１
時
　
②
午
後
２
時
～
５
時

対
象

小
・
中
学
生
（
低
学
年
は
保

護
者
同
伴
）
　

定
員

各
回
申
込
先
着
15
人

材
料
費

２
５
０
０
円
（
ゲ
ー
ム
１

つ
持
ち
帰
り
）

講
師

都
　
亜
紀
氏
(Ｐ
Ｃ
Ｎ
南
大

阪
代
表
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)

申
込

６
月
１
日
㈮
午
前
10
時
～
あ

す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話

■
第
17
回
あ
す
と
寄
席

日
時

７
月
14
日
㈯
　
開
演
午
後
２

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料

一
般
／
前
売
１
５
０
０
円

（
当
日
１
８
０
０
円
）、
小
学
生
／
前

売
７
５
０
円
（
当
日
９
０
０
円
）

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
記
載
の
整
理
番
号
順
で

の
入
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

出
演

桂
吉
弥
、桂
紅
雀
、桂
團
治
郎

申
込

６
月
３
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

前
売
り
券
発
売
開
始

■
親
子
で
遊
ぼ
う
！
陶
芸
教
室

日
時

①
造
形
　
７
月
29
日
㈰
　
②

絵
付
け
　
８
月
19
日
㈰
　
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～（
開
場
午
後
１
時
45
分
）

対
象

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小

学
生
親
子
ペ
ア
（
小
学
生
以
下
お
よ

び
子
ど
も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

定
員

申
込
先
着
10
組

材
料
費

１
０
０
０
円（
粘
土
１
kg
、

焼
成
代
）

持
物

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

講
師

大
橋
文
子
氏（
市
内
在
住
、陶

芸
作
家
）

申
込

６
月
15
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話

■
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
！
科
学
実
験
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

日
時

７
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時
～

対
象

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者

同
伴
・
同
伴
者
無
料
）

定
員

申
込
先
着
40
人

材
料
費

５
０
０
円

持
物

筆
記
用
具
、
手
提
げ
袋

講
師

音
田
輝
元
氏
（
大
阪
・
科
学

の
授
業
を
た
の
し
む
会
）
ほ
か

申
込

６
月
22
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
絵
本
読

み
語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

６
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず

ん
ず
”

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集

中
各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
で
き

ま
す
（
見
学
の
み
の
講
座
も
有
）。
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
新
講
座
開
講
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
 Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
Ｓ
］
受
講
生
募
集
中
！

中
学
生
か
ら
大
人
向
け
ダ
ン
ス
レ

ッ
ス
ン
。
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン

ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
～

８
時
30
分

受
講
料

３
か
月
ご
と
に
前
納
制

（
３
か
月
12
回
分
１
万
６
８
４
８
円
）

講
師

上
野
由
佳
子
、
森
岡
杏
菜
、

Ｕ
ｓ̀
Ｎ保

護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前の
お子さんの写真を募集しています。
お子さんの写真と住所・名前(ふり
がな)・生年月日・電話番号・保護者
からのひとことを添えて、郵送
（〒595̶8686）またはＥメール
(kouhou@city.izumiotsu.osaka.j
p）で秘書広報課まで。※応募写真は返
却できません

平
成
29
年
11
月
11
日
生

い
わ
む
ら 

じ
ゅ
ん
や

岩
村 

純
也
ち
ゃ
ん

いっぱい遊んでいっぱい食べ
て、元気にすくすく育ってね！

（池浦町）

我が家のやんちゃ坊主達です！
元気に仲良く成長してね (^^)

（池浦町）

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。元気でーす！おおつっこ
平
成
28
年
８
月
６
日
生

み
ね
お
　
り
つ
し

峯
尾 

律
志
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
７
月
３
日
生

み
ね
お
　
あ
お
し

峯
尾 

碧
志
ち
ゃ
ん

泉大津市の音楽家による第6回「プレ
ミアム・コンサート」

泉大津市音楽家協会が、本市在住・
在勤および出身で、現在プロとして活
躍中の音楽家による演奏会を開催しま
す。
日時 6月10日㈰　午後2時から(開場
午後1時30分)
場所 イーズカフェ（東雲町10ー
11、福祉センター向かい）
入場料 一般1,000円、泉大津市音楽
家協会会員および学生700円
チケットの購入 喫茶チェック、紅琲
院ハマダ、カフェチェログランデ、桶
谷ミューズ、グレイスピアノサービス
出演 大西克昌(トランペット)、伴
奏・松田真由美(ピアノ)、寺田正幸(ク
ロマチックハーモニカ)、伴奏・竹田利
恵(ハモンドオルガン)、竹田昌也(ギタ
ー)、川元靖子(ヴィオラ)、田中美奈(バ
イオリン)

問合 泉大津市音楽家協会（花野
☎080・6124・2615）

男女共同参画週間、就職差別撤廃・
男女雇用機会均等月間記念事業として
にんじんサロンまつり＆講演会を開催
します。
日時 6月24日㈰　午後0時30分～3
時30分
場所 テクスピア大阪
定員 150人
一時保育 先着5人（1歳以上の未就学
児。6月15日㈮までに人権くらしの相
談課または、にんじんサロン（☎21・
6555）へ）
内容 ▷第1部…午後0時30分～２時
「にんじんサロンまつり」
・男女共同参画キャッチフレーズ表彰
・にんじんサロン（男女共同参画交流
サロン）の登録団体による学習の成果
発表など
・登録団体の活動記録パネル展示
▷第2部…午後2時～3時30分　講演会
「人生いろいろ夫婦もいろいろ　いろ
いろがいろいろに活躍する社会をめざ
して」と題した講演を行います。講師
は家事ジャーナリスト、山田亮氏をお
招きします。

問合 人権くらしの相談課（市役所1
階11番窓口）

第50回全国保育団体合同研究集会大阪
大会に向けて
日時 ７月１日㈰　午前10時～11時
30分（受付午前９時30分）
場所 勤労青少年ホーム
内容 クラリネットとピアノ演奏、絵
本の読み聞かせ、市吹奏楽団の演奏、
ふれあい遊び
主催 泉大津の保育をみんなでよくす
る会
後援 泉大津市健康福祉部
問合 こども育成課（市役所1階2番窓
口）

情報

Ivent  Information

㈰
01/6 第6回「プレミアム・

コンサート」

㈰
42/6 第10回にんじんサロ

ンまつり＆講演会

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

33 広報いずみおおつ　平成30年6月号 32

㈰
1/7 泉大津・子育てプレ集

会　おやこコンサート

↑パネル展の様子



▽
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
開

設
に
伴
い
、
夏
の
バ
ッ
チ

グ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開

催
さ
れ
ま
す
！
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
「
＃
バ
ッ
チ
グ
ー
泉
大
津
」
を

つ
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
！
私
な

ら
、
や
っ
ぱ
り
思
い
出
の
穴
師
神
社

を
投
稿
し
よ
う
か
な
っ
♪
（
森
）

▽
つ
い
に
あ
し
ゆ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
！
（
３
ペ
ー
ジ
）
６
月
30
日

㈯
の
あ
し
ゆ
び
フ
ェ
ス
タ
で
は
あ
し

ゆ
び
力
や
足
圧
力
を
測
定
し
て
も
ら

え
ま
す
。
あ
し
ゆ
び
力
を
鍛
え
る
と

足
も
速
く
な
る
し
、
健
康
寿
命
も
延

び
る
し
い
い
こ
と
ず
く
め
！
（
萬
）

▽
本
編
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
素

敵
な
プ
チ
情
報
を
ひ
と
つ
！
な
ん
と

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ツ
が
M
BS「
ち
ち
ん
ぷ

い
ぷ
い
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

６
月
４
日
㈪
　
午
後
３
時
50
分
～
４

時
10
分
(予
定
)。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
お
見
逃
し
な
く
！
（
大
）

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　 　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 
にに

6650･32XAF5050･32☎館民公北●
0031･33XAF4671･33☎館民公南●
2346･23XAF2346･23☎ムーホ年少青労勤●
6681･02XAF1481･02☎館習学生弥根曽上池●
7544･13XAF5544･13☎館編織●
7730･13XAF2650･23☎館書図●
3537･33XAF0644･13☎ータンセ援支育教●
4928･12XAF4920･12☎

)ータンセルベ(ータンセ援支祉福・健保者齢高●
4931･32XAF0931･32☎ータンセ祉福合総●
5556･12XAF5556･12☎ンロサんじんに●

7109･42XAF6109･42☎
）ざらぷづお（ータンセ援支動活民市●

6508･23XAF2265･23☎院病立市●
1350･33XAF9110･12☎部本防消●
2140･12XAF1311･33☎所役市●

連
の
関
機
係
関
所
役
市

土

7

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

スーコ

日曜集収
みご燃可

量量減減減量減量みみ減減ごご

ロ

s
み減量量に減減減量減量みみ減減ごご

プ

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗

「。すで5270は番局外市の市津大泉

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

  　 　 　
 　  

　　  　　　

　

  
  
 

ンン

日
類

㈫

紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月7

/

日42、㈫日01

㈬日52、㈬日11

㈬日52、㈬日11

㈫

向けたスローガン

日13、㈫日71、㈫日3

㈬日81、㈬日4

㈬日81、㈬日4

日曜月週毎

日曜木週毎

日曜金週毎

!トクェジロ

u-ustoimuzi-iados/moc.natnak-s//:s
)象対がどな者いが障覚聴に主(0035･005･0

)帯携(2258･32･5270☎・)料無料話通(0035･32
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ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税 (普通徴収 )
　　　　……全期前納または第１期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )………………第 1期分
●介護保険料
　　(普通徴収 )…………………6月分

　　　　

　　

編集後記

市で行っている市民相談一覧（無料）市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時からでひとり30分
間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階子育て応援課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
就労相談【要予約】　☎23・8689
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権くらしの相談課
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権くらしの相談課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分～午後 5時 15分まで行っています。
（日曜開庁は午前 9時～午後 5時）

泉大津と毛布のあゆみ（３）
～綿毛布の登場と毛布の市場拡大～

牛毛毛布から始まった毛布生産は、当初、毛布専業
とするには技術的・商業的なリスクを考慮して、真田
織や肩掛け、ひざ掛けなどの品目を兼ねて生産する工
場が多かったようです。製品の開発が進められるな
か、泉大津が綿の産地であることを背景に、明治30年
（1897）頃、綿毛布の生産が始まると、日清戦争後
の中国への市場拡大で輸出が一気に増加、続く日露戦
争（明治37～38年）では、軍用毛布の需要が飛躍的
に高まり、毛布生産体制に変化が起こります。泉大津
の工場の多くは毛布専業となり、なかでも綿毛布を生
産する工場が増えました。当時の新聞には、戦況を受
けて出征軍人に毛布を寄贈する行為が活発となり、在
庫の毛布が飛ぶように売れ、価格が大高騰した状況が
報じられています。その後も、綿毛布の手触りの良さ
と価格の安さが認められ、諸外国からの注文が増加し
ます。その売れ行きはすさまじく、「見本を送る間も
ないまま、柄見本を書いて郵送し、着くと同時に
1,000枚から3,000枚と電報が来る」（『泉州毛布工
業史』より）ほどの盛況ぶりで、この時期に泉州地域
の毛布産業が大きく発展しました。

次回は泉大津と毛布のあゆみ（４）をお送りしま
す。

綿毛布（明治～大正頃、織編館蔵）
この綿毛布は落綿（綿糸を紡ぐ際にできる屑綿）を使用して織ら

れた毛布です。質が劣るので、輸出用ではなく国内向けに生産され
ました。

◆休館日 6月4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／7月1日㈰、午前10時～、午後１時～　定員／午前・
午後各先着4人　参加費／30ｇまで500円、30ｇ超は一律
600円　申込／6月24日㈰午前10時から電話

◆土器講座「弥生土器をつくろう」（毎月実施）
日時／6月16日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前・
午後各先着８人　参加費／300ｇ/300円～　申込／6月9日
㈯午前10時から電話

織編館
おり   あむ   かん

☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館
開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館
☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

◆休館日　6月6日㈬、13日㈬、20日㈬、27日㈬

◆手織体験「裂織り」
日時／6月24日㈰、25日㈪、28日㈭、29日㈮　午前10時～
午後3時　場所／体験学習室　定員／各回先着4人　受講料
他／100円、材料費1,000円/m 講師／織編館手織りの会の
皆さん　申込／6月7日㈭午前10時から電話

◆織編館ギャラリー
「第7回心の手仕事　パッチワークキルト展」

期間／6月29日㈮～7月1日㈰　内容／パッチワーク作品　約
100点

池上曽根弥生学習館と織編館の催し案内です。
各施設情報は下記QRコードからご覧ください。

〔問合〕生涯学習課　(市役所3階）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

3435 広報いずみおおつ　平成30年6月号

　商業をはじめ教育・文化にも大きな影響を与えた、大阪の西
洋文化発祥の地「川口居留地」を紹介します。川口居留地とそ
の周辺の様子を再現した迫力あるジオラマ模型も展示します。
期間　6 月 19 日㈫まで
場所　織編館ギャラリー

企画展「大阪開市・開港 150 年と川口居留地」
　150 年前の
川口居留地に
おづみんが
タイムスリップ？！




